
調 査 票 一 式 





廃リ第３００７５-６号 

令和６年６月２８日 

調査対象事業者 様 

群馬県知事 山本 一太 

（廃棄物・リサイクル課） 

群馬県廃棄物実態調査への御協力について(依頼) 

 本県の廃棄物・リサイクル行政の推進につきまして、日頃より、御理解、御協力をいただき、厚くお礼申し上

げます。 

 さて、県では、「第三次群馬県循環型社会づくり推進計画（計画期間：令和 3 年～令和 12 年）」に基づき、

皆様とともに、ごみの減量や資源の循環利用などの取組を積極的に進めているところです。 

 この度、計画の中間見直しを検討するに当たり、その基礎となる廃棄物の排出量や処理方法等の実態を把握

するための調査を実施することとなりました。 

 つきましては、御多用のところ恐縮ですが、本調査の趣旨を御理解いただき、別紙の調査票に所定の事項を御

記入の上、下記の提出期限までに同封の返信用封筒にて御返送下さるようお願いします。 

 なお、本調査は、下記４の調査機関に委託しているため、記入方法などについてのお問合せ及び御回答は、同

機関へお願いします。 

 また、御回答いただいた内容につきましては、秘密を厳守するとともに、本調査の目的以外に利用することは

ありませんので、念のため申し添えます。 

記 

１ 調査票提出期限 令和６年７月２６日(金) 

２ 提出書類   調査票一式（その１、その２、その３、その４） 

※調査票等は、以下のホームページからダウンロードいただけます。

https://www.jesc.or.jp/work/tabid/222/Default.aspx

※その４は、同封されていない場合、回答不要です。

３ 提出方法 ①郵送の場合

同封の返信用封筒にてご返送ください。

②電子メールの場合

以下のメールアドレスへご送信ください。

hik-r@jesc.or.jp

※電子メールでの提出にご協力お願いします。

４ 委託調査機関 一般財団法人 日本環境衛生センター 東日本支局 

  (問合せ・回答先)  〒210-0828  川崎市川崎区四谷上町 11-15 

TEL：044-287-3280 

５ 調査実施主体 群馬県 環境森林部 廃棄物・リサイクル課 産業廃棄物係 

〒371-8570  群馬県前橋市大手町一丁目１番１号 
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績)【その３】 
＜事業系一般廃棄物に関する事項＞ 

１．本ページは、以下の表に記載してある事業系一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）が対象です。産業廃棄物は対

象外です。

２．貴事業所で排出した事業系一般廃棄物の１か月の平均的な量(令和 4 年度の１年間が対象)について、ごみの種

類別に下表に記入してください。

廃棄物の量は、実測又は下の換算比重の表を参考に、できるだけＡの重量(kg/月)による回答をお願いしますが、 
記入が困難な場合には、Ｂへ記入してください。但し、Ａ、Ｂどちらか一方の欄のみに記入してください。

  また、ごみの種類毎の処理方法について、下記の＜ごみ処理方法コード表＞から記号を選び記入してください。

ごみの種類 
排出量 

Ａ、Ｂのどちらか一方の書きやすい方に 
記入してください。

処理方法 
下記処理方法か
ら１つ選んで該
当記号を記入 Ａ Ｂ 

紙類 

新聞 kg/月 購読紙数/月 

雑誌 kg/月 購読紙数/月 

段ボール kg/月 枚/月 

OA用紙 kg/月 45㍑袋/月 

紙パック kg/月 45㍑袋/月 

その他の紙類 kg/月 45㍑袋/月 

プラスチ 
ック類 

ペットボトル kg/月 45㍑袋/月 

ペットボトル以外（食品トレイ、ビニール袋等） kg/月 45㍑袋/月 

生ごみ（調理くず・厨芥・残飯等食品残さ等） kg/月 45㍑袋/月 

金属類（飲料の空き缶等） kg/月 45㍑袋/月 

ガラス類（飲料の空きびん等） kg/月 45㍑袋/月 

繊維くず（作業着などの衣類、畳等） kg/月 45㍑袋/月 

木くず（剪定枝、竹等） kg/月 45㍑袋/月 

未分別のもの（可燃物、ごみ箱のごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

その他（粗大ごみ、不燃ごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

※同じ種類のごみで処理方法が複数ある場合は、以下の欄に別けて
記入して下さい 

（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月 
（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月

＜ごみ処理方法コード表＞
○市町村のごみ処理施設で処理している場合
Ａ．市町村のごみ収集に出している。
Ｂ．自社で市町村の施設に搬入している。
Ｃ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、市町村の処理施設で処理している。

○民間のごみ処理施設で処理している場合
Ｄ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、民間の処理施設で処理している。
Ｅ．リサイクル業者に委託している、無料で引き渡している、売却している。

○上記以外の処理
Ｆ．納入業者に返却している
Ｇ．自社で処理（焼却等）している。
Ｈ．自治会等の集団回収に出している。
Ｉ．その他（具体的に：    ）

参考：換算比重

紙類

○新聞紙購読   10kg/月 
○雑誌    0.5kg/冊 
○段ボール（42×35×28㎝）  0.7kg/枚 
○OA用紙（A4 2,500枚）   10kg 

金属
○飲料用スチール缶（350ml）   0.06kg/本 
○飲料用スチール缶（200ml）  0.03kg/本 
○飲料用アルミ缶（350ml）   0.02kg/本 

プラスチ
ック類

○飲料用ペットボトル(2L)     0.1kg/本 
○飲料用ペットボトル (500ｍl) 0.03kg/本 
○食品トレイ（25×10㎝）   0.005kg/枚 

空きびん
○ビールびん（大）  0.5kg/本 
○一升びん  1kg/本 

生ごみ ○45㍑袋  20kg/袋 
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廃棄物実態調査票【その４】 

＜意識・取り組みに関する事項＞

１．廃棄物の排出、処理処分等の将来見込みについて 

貴事業所では、廃棄物の排出量や再生利用量等が将来どのように増減するとお考えですか。令和4年度を100
として、令和12年度の将来見通し（方向性）をご記入ください。 

例：排出量や最終処分量を1割程度抑制できる場合 →「90」と記入 
例：再生利用量を5%程度増加できる場合      →「105」と記入 
例：令和4年度と変わらない場合 →「100」と記入 

令和4年度 令和12年度 

排出量 100

再生利用量（リサイクル） 100

最終処分量（埋立） 100

２．廃棄物の委託処理状況について

（１）不適正処理防止の取り組み 

廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理される

のを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。該当する項目に○を付けてください（複数回答

可）。

（ ）１．産業廃棄物処理業の許可証を確認している。

（ ）２．マニフェスト伝票を確認している。

（ ）３．会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている。

（ ）４．他企業と処理業者に関する情報交換をしている。

（ ）５．処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている。

（ ）６．処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている。

（ ）７．処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている。

（ ）８．処理業者の施設を現地確認している。

（ ）９．特に何もしていない。

（ ）10．その他（  ） 

（２）廃棄物処理業者の選定基準 

貴事業所が廃棄物処理業者を選定する際に考慮する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．処理料金 （ ）２．受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等) 
（ ）３．リサイクルへの取組状況 （ ）４．処理業者(適正処理)の信頼性 
（ ）５．系列企業、取引実績  （ ）６．廃棄物処理法に基づく優良性評価制度

（ ）７．電子マニフェストへの加入 （ ）８．業界団体への加盟状況

（ ）９．その他( ) 
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３．廃棄物の排出抑制、減量化・リサイクルへの取り組みについて 

（１）廃棄物処理の現状について

現在、廃棄物の処理について、どのような課題がありますか。該当する項目に○を付けてください（複数回

答可）。

（ ）１．排出量が増加している

（ ）２．処理コストが増加している

（ ）３．リサイクルされる割合が減少している

（ ）４．処理委託するルート(特にリサイクルルート)に関する情報が少ない 
（ ）５．課題は特にない

（ ）６．その他（具体的に：    ）

（２）排出抑制、リサイクルに対する取り組みについて

廃棄物の排出抑制、リサイクル等に対して、どの様な取り組みが重要と思われますか。また、どの様な取り

組みを実施していますか。Ⅰの中から該当する欄に○を付けてください（貴事業所の事業活動に当てはまらな

い取り組みについては空欄にしてください）。

取り組み

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

重要だと思

うものに○

実施してい

るものに○

実施の効果 実施してい

る理由

実施してい

ない理由

１．リユース、リサイクルを考慮した廃棄物の分別・選別の

徹底

２．排出抑制のための製造工程の変更や原材料等の見直し

３．リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造

４．リサイクル製品の普及啓発

５．再生品、再生資源(原料)の利用の促進 

６．廃棄物排出削減のための工程内発生廃棄物の有効利用の

促進

７．他産業又はグループ企業との再生資源の受入・供給によ

るリサイクルの推進

８．包装材・梱包材の使用量の削減

９．無償で提供する使い捨てプラスチック製品の削減

10．ISO14001又は独自の環境マネジメントシステムの導入 

11．グリーン調達(環境に配慮した物品の優先的選択)の実践 

12．自社の廃棄物の削減や資源化に関する目標の設定 

13．ごみや環境に関する専任部署(専任職員)の設置など体制

の強化

14．社員向けに、ごみや環境に関する学習会やフォーラムな

どの開催

15．その他（具体的に： ）
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（３）取り組みの効果について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。実施した結果、どのような効果が

ありましたか。取り組みごとに「Ⅱ 実施の効果」欄に、下記より記号を選び記入してください（複数回答可）。

Ａ．自社での廃棄物の排出量が低減した。

Ｂ．自社で発生する廃棄物の再利用・再生利用が進んだ。

Ｃ．自社で発生する廃棄物の最終処分量が低減した（中間処理による減量化が進んだ）。

Ｄ．納入先において自社製品の廃棄物化回避が進んだ。

Ｅ．納入先からの使用済品や包装材等の回収ルートが確立できた。

Ｆ．廃棄物の処理費用を削減できた。

Ｇ．自社の環境問題への取り組みを社会に示すことができ、これが有利に作用した（環境に配慮した製品

の開発によるＰＲ効果や売上の向上など）。

Ｈ．従業員等の法令知識の取得や意識の向上に効果があった。

Ｉ．効果が無かった。

Ｊ．その他（具体的に：                                   ） 

（４）取り組みを実施した理由について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施したのは、どのよ

うな理由ですか。取り組みごとに「Ⅲ 実施している理由｣欄に、下記より記号を選び記入してください（主た

る理由を１つ選んでください）。

ア．取引先からの要請  イ．消費者からの要望

ウ．行政からの指導  エ．自発的に実施

オ．社会経済情勢の変化  カ．その他（具体的に：    ）

（５）取り組みを実施していない理由について

（２）で「実施していない」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施していないのは、

どのような理由ですか。取り組みごとに「Ⅳ 実施していない理由｣欄に、下記より記号を選び記入してくださ

い（複数回答可）。

１．リサイクル製品・素材等の需要がない。

２．技術が確立していない。

３．施設又は取引できる業者が近くにない。

４．経費がかかる。

５．情報（リサイクルルート、技術開発等）がない。

６．人材の余裕がない。

７．その他（具体的に：   ）

４．大規模災害発生時のBCP（事業継続計画）について 

大規模災害（地震、水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に問題となっています。群

馬県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に群馬県災

害廃棄物処理計画を策定しました。 

大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業

所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危

険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。 

（※BCP とは、企業などの組織が災害等の緊急事態において、事業の早期復旧・継続を可能とするための計

画です） 

（ ）１ BCPを作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めている 

（ ）２ BCPを作成しているが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めていない 

（ ）３ BCPを作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めている 

（ ）４ BCPは作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めていない 

（ ）５ その他（具体的に：   ） 
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５．行政への要望・施策への意見について 
（１）行政への要望 

循環型社会の形成のため、行政が取り組むべきこと（支援すべきこと）は、どの様な事柄ですか。該当する

項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化

（ ）２．不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化

（ ）３．処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開

（ ）４．県や市が関与する、公共の処理施設の整備促進

（ ）５．廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充

（ ）６．排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充

（ ）７．県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動

（ ）８．廃棄物の減量・リサイクル推進の仕組みづくり

（ ）９．効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介

（ ）10．市町村処理施設における産業廃棄物の受入 
（ ）11．環境ビジネスの振興 
（ ）12．優良な廃棄物処理業者の支援と育成 
（ ）13．廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和 
（ ）14．その他（具体的に：  ）

（２）処理業者への要望 

循環型社会の形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（処理業者への要望）は、どの様な事柄

ですか。該当する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．廃棄物処理法等関係法令の理解と順守

（ ）２．適正処理の推進

（ ）３．リサイクルの推進

（ ）４．技術・知識・資質の向上

（ ）５．情報公開の推進

（ ）６．処理料金の見直し

（ ）７．環境への負荷が少ない処理の推進

（ ）８．災害廃棄物の処理に関する協定の締結

（ ）９．その他（具体的に：    ）

（３）消費者への要望 

循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）は、どの様な事柄ですか。該当す

る項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換

（ ）２．徹底したごみの分別

（ ）３．簡易包装や詰め替え製品への理解と購入

（ ）４．環境配慮製品は価格が割高になることへの理解

（ ）５．｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと

（ ）６．リサイクル製品や再生製品の購入

（ ）７．産業廃棄物への理解

（ ）８．その他（具体的に：    ）
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績)【その３】 
＜事業系一般廃棄物に関する事項＞ 

１．本ページは、以下の表に記載してある事業系一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）が対象です。産業廃棄物は対

象外です。

２．貴事業所で排出した事業系一般廃棄物の１か月の平均的な量(令和 4 年度の１年間が対象)について、ごみの種

類別に下表に記入してください。

廃棄物の量は、実測又は下の換算比重の表を参考に、できるだけＡの重量(kg/月)による回答をお願いしますが、 
記入が困難な場合には、Ｂへ記入してください。但し、Ａ、Ｂどちらか一方の欄のみに記入してください。

  また、ごみの種類毎の処理方法について、下記の＜ごみ処理方法コード表＞から記号を選び記入してください。

ごみの種類 
排出量 

Ａ、Ｂのどちらか一方の書きやすい方に 
記入してください。

処理方法 
下記処理方法か
ら１つ選んで該
当記号を記入 Ａ Ｂ 

紙類 

新聞 kg/月 購読紙数/月 

雑誌 kg/月 購読紙数/月 

段ボール kg/月 枚/月 

OA用紙 kg/月 45㍑袋/月 

紙パック kg/月 45㍑袋/月 

その他の紙類 kg/月 45㍑袋/月 

プラスチ 
ック類 

ペットボトル kg/月 45㍑袋/月 

ペットボトル以外（食品トレイ、ビニール袋等） kg/月 45㍑袋/月 

生ごみ（調理くず・厨芥・残飯等食品残さ等） kg/月 45㍑袋/月 

金属類（飲料の空き缶等） kg/月 45㍑袋/月 

ガラス類（飲料の空きびん等） kg/月 45㍑袋/月 

繊維くず（作業着などの衣類、畳等） kg/月 45㍑袋/月 

木くず（剪定枝、竹等） kg/月 45㍑袋/月 

未分別のもの（可燃物、ごみ箱のごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

その他（粗大ごみ、不燃ごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

※同じ種類のごみで処理方法が複数ある場合は、以下の欄に別けて
記入して下さい 

（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月 
（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月

＜ごみ処理方法コード表＞
○市町村のごみ処理施設で処理している場合
Ａ．市町村のごみ収集に出している。
Ｂ．自社で市町村の施設に搬入している。
Ｃ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、市町村の処理施設で処理している。

○民間のごみ処理施設で処理している場合
Ｄ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、民間の処理施設で処理している。
Ｅ．リサイクル業者に委託している、無料で引き渡している、売却している。

○上記以外の処理
Ｆ．納入業者に返却している
Ｇ．自社で処理（焼却等）している。
Ｈ．自治会等の集団回収に出している。
Ｉ．その他（具体的に：    ）

参考：換算比重

紙類

○新聞紙購読   10kg/月 
○雑誌    0.5kg/冊 
○段ボール（42×35×28㎝）  0.7kg/枚 
○OA用紙（A4 2,500枚）   10kg 

金属
○飲料用スチール缶（350ml）   0.06kg/本 
○飲料用スチール缶（200ml）  0.03kg/本 
○飲料用アルミ缶（350ml）   0.02kg/本 

プラスチ
ック類

○飲料用ペットボトル(2L)     0.1kg/本 
○飲料用ペットボトル (500ｍl) 0.03kg/本 
○食品トレイ（25×10㎝）   0.005kg/枚 

空きびん
○ビールびん（大）  0.5kg/本 
○一升びん  1kg/本 

生ごみ ○45㍑袋  20kg/袋 

－5－ 

廃棄物実態調査票【その４】 

＜意識・取り組みに関する事項＞

１．廃棄物の排出、処理処分等の将来見込みについて 

貴事業所では、廃棄物の排出量や再生利用量等が将来どのように増減するとお考えですか。令和4年度を100
として、令和12年度の将来見通し（方向性）をご記入ください。 

例：排出量や最終処分量を1割程度抑制できる場合 →「90」と記入 
例：再生利用量を5%程度増加できる場合      →「105」と記入 
例：令和4年度と変わらない場合 →「100」と記入 

令和4年度 令和12年度 

排出量 100

再生利用量（リサイクル） 100

最終処分量（埋立） 100

２．廃棄物の委託処理状況について

（１）不適正処理防止の取り組み 

廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理される

のを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。該当する項目に○を付けてください（複数回答

可）。

（ ）１．産業廃棄物処理業の許可証を確認している。

（ ）２．マニフェスト伝票を確認している。

（ ）３．会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている。

（ ）４．他企業と処理業者に関する情報交換をしている。

（ ）５．処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている。

（ ）６．処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている。

（ ）７．処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている。

（ ）８．処理業者の施設を現地確認している。

（ ）９．特に何もしていない。

（ ）10．その他（  ） 

（２）廃棄物処理業者の選定基準 

貴事業所が廃棄物処理業者を選定する際に考慮する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．処理料金 （ ）２．受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等) 
（ ）３．リサイクルへの取組状況 （ ）４．処理業者(適正処理)の信頼性 
（ ）５．系列企業、取引実績  （ ）６．廃棄物処理法に基づく優良性評価制度

（ ）７．電子マニフェストへの加入 （ ）８．業界団体への加盟状況

（ ）９．その他( ) 
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３．廃棄物の排出抑制、減量化・リサイクルへの取り組みについて 

（１）廃棄物処理の現状について

現在、廃棄物の処理について、どのような課題がありますか。該当する項目に○を付けてください（複数回

答可）。

（ ）１．排出量が増加している

（ ）２．処理コストが増加している

（ ）３．リサイクルされる割合が減少している

（ ）４．処理委託するルート(特にリサイクルルート)に関する情報が少ない 
（ ）５．課題は特にない

（ ）６．その他（具体的に：    ）

（２）排出抑制、リサイクルに対する取り組みについて

廃棄物の排出抑制、リサイクル等に対して、どの様な取り組みが重要と思われますか。また、どの様な取り

組みを実施していますか。Ⅰの中から該当する欄に○を付けてください（貴事業所の事業活動に当てはまらな

い取り組みについては空欄にしてください）。

取り組み

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

重要だと思

うものに○

実施してい

るものに○

実施の効果 実施してい

る理由

実施してい

ない理由

１．リユース、リサイクルを考慮した廃棄物の分別・選別の

徹底

２．排出抑制のための製造工程の変更や原材料等の見直し

３．リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造

４．リサイクル製品の普及啓発

５．再生品、再生資源(原料)の利用の促進 

６．廃棄物排出削減のための工程内発生廃棄物の有効利用の

促進

７．他産業又はグループ企業との再生資源の受入・供給によ

るリサイクルの推進

８．包装材・梱包材の使用量の削減

９．無償で提供する使い捨てプラスチック製品の削減

10．ISO14001又は独自の環境マネジメントシステムの導入 

11．グリーン調達(環境に配慮した物品の優先的選択)の実践 

12．自社の廃棄物の削減や資源化に関する目標の設定 

13．ごみや環境に関する専任部署(専任職員)の設置など体制

の強化

14．社員向けに、ごみや環境に関する学習会やフォーラムな

どの開催

15．その他（具体的に： ）
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（３）取り組みの効果について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。実施した結果、どのような効果が

ありましたか。取り組みごとに「Ⅱ 実施の効果」欄に、下記より記号を選び記入してください（複数回答可）。

Ａ．自社での廃棄物の排出量が低減した。

Ｂ．自社で発生する廃棄物の再利用・再生利用が進んだ。

Ｃ．自社で発生する廃棄物の最終処分量が低減した（中間処理による減量化が進んだ）。

Ｄ．納入先において自社製品の廃棄物化回避が進んだ。

Ｅ．納入先からの使用済品や包装材等の回収ルートが確立できた。

Ｆ．廃棄物の処理費用を削減できた。

Ｇ．自社の環境問題への取り組みを社会に示すことができ、これが有利に作用した（環境に配慮した製品

の開発によるＰＲ効果や売上の向上など）。

Ｈ．従業員等の法令知識の取得や意識の向上に効果があった。

Ｉ．効果が無かった。

Ｊ．その他（具体的に：                                   ） 

（４）取り組みを実施した理由について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施したのは、どのよ

うな理由ですか。取り組みごとに「Ⅲ 実施している理由｣欄に、下記より記号を選び記入してください（主た

る理由を１つ選んでください）。

ア．取引先からの要請  イ．消費者からの要望

ウ．行政からの指導  エ．自発的に実施

オ．社会経済情勢の変化  カ．その他（具体的に：    ）

（５）取り組みを実施していない理由について

（２）で「実施していない」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施していないのは、

どのような理由ですか。取り組みごとに「Ⅳ 実施していない理由｣欄に、下記より記号を選び記入してくださ

い（複数回答可）。

１．リサイクル製品・素材等の需要がない。

２．技術が確立していない。

３．施設又は取引できる業者が近くにない。

４．経費がかかる。

５．情報（リサイクルルート、技術開発等）がない。

６．人材の余裕がない。

７．その他（具体的に：   ）

４．大規模災害発生時のBCP（事業継続計画）について 

大規模災害（地震、水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に問題となっています。群

馬県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に群馬県災

害廃棄物処理計画を策定しました。 

大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業

所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危

険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。 

（※BCP とは、企業などの組織が災害等の緊急事態において、事業の早期復旧・継続を可能とするための計

画です） 

（ ）１ BCPを作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めている 

（ ）２ BCPを作成しているが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めていない 

（ ）３ BCPを作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めている 

（ ）４ BCPは作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めていない 

（ ）５ その他（具体的に：   ） 

210



－8－ 

５．行政への要望・施策への意見について 
（１）行政への要望 

循環型社会の形成のため、行政が取り組むべきこと（支援すべきこと）は、どの様な事柄ですか。該当する

項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化

（ ）２．不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化

（ ）３．処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開

（ ）４．県や市が関与する、公共の処理施設の整備促進

（ ）５．廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充

（ ）６．排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充

（ ）７．県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動

（ ）８．廃棄物の減量・リサイクル推進の仕組みづくり

（ ）９．効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介

（ ）10．市町村処理施設における産業廃棄物の受入 
（ ）11．環境ビジネスの振興 
（ ）12．優良な廃棄物処理業者の支援と育成 
（ ）13．廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和 
（ ）14．その他（具体的に：  ）

（２）処理業者への要望 

循環型社会の形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（処理業者への要望）は、どの様な事柄

ですか。該当する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．廃棄物処理法等関係法令の理解と順守

（ ）２．適正処理の推進

（ ）３．リサイクルの推進

（ ）４．技術・知識・資質の向上

（ ）５．情報公開の推進

（ ）６．処理料金の見直し

（ ）７．環境への負荷が少ない処理の推進

（ ）８．災害廃棄物の処理に関する協定の締結

（ ）９．その他（具体的に：    ）

（３）消費者への要望 

循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）は、どの様な事柄ですか。該当す

る項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換

（ ）２．徹底したごみの分別

（ ）３．簡易包装や詰め替え製品への理解と購入

（ ）４．環境配慮製品は価格が割高になることへの理解

（ ）５．｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと

（ ）６．リサイクル製品や再生製品の購入

（ ）７．産業廃棄物への理解

（ ）８．その他（具体的に：    ）
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績)【その３】 
＜事業系一般廃棄物に関する事項＞ 

１．本ページは、以下の表に記載してある事業系一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）が対象です。産業廃棄物は対

象外です。

２．貴事業所で排出した事業系一般廃棄物の１か月の平均的な量(令和 4 年度の１年間が対象)について、ごみの種

類別に下表に記入してください。

廃棄物の量は、実測又は下の換算比重の表を参考に、できるだけＡの重量(kg/月)による回答をお願いしますが、 
記入が困難な場合には、Ｂへ記入してください。但し、Ａ、Ｂどちらか一方の欄のみに記入してください。

  また、ごみの種類毎の処理方法について、下記の＜ごみ処理方法コード表＞から記号を選び記入してください。

ごみの種類 
排出量 

Ａ、Ｂのどちらか一方の書きやすい方に 
記入してください。

処理方法 
下記処理方法か
ら１つ選んで該
当記号を記入 Ａ Ｂ 

紙類 

新聞 kg/月 購読紙数/月 

雑誌 kg/月 購読紙数/月 

段ボール kg/月 枚/月 

OA用紙 kg/月 45㍑袋/月 

紙パック kg/月 45㍑袋/月 

その他の紙類 kg/月 45㍑袋/月 

プラスチ 
ック類 

ペットボトル kg/月 45㍑袋/月 

ペットボトル以外（食品トレイ、ビニール袋等） kg/月 45㍑袋/月 

生ごみ（調理くず・厨芥・残飯等食品残さ等） kg/月 45㍑袋/月 

金属類（飲料の空き缶等） kg/月 45㍑袋/月 

ガラス類（飲料の空きびん等） kg/月 45㍑袋/月 

繊維くず（作業着などの衣類、畳等） kg/月 45㍑袋/月 

木くず（剪定枝、竹等） kg/月 45㍑袋/月 

未分別のもの（可燃物、ごみ箱のごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

その他（粗大ごみ、不燃ごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

※同じ種類のごみで処理方法が複数ある場合は、以下の欄に別けて
記入して下さい 

（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月 
（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月

＜ごみ処理方法コード表＞
○市町村のごみ処理施設で処理している場合
Ａ．市町村のごみ収集に出している。
Ｂ．自社で市町村の施設に搬入している。
Ｃ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、市町村の処理施設で処理している。

○民間のごみ処理施設で処理している場合
Ｄ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、民間の処理施設で処理している。
Ｅ．リサイクル業者に委託している、無料で引き渡している、売却している。

○上記以外の処理
Ｆ．納入業者に返却している
Ｇ．自社で処理（焼却等）している。
Ｈ．自治会等の集団回収に出している。
Ｉ．その他（具体的に：    ）

参考：換算比重

紙類

○新聞紙購読   10kg/月 
○雑誌    0.5kg/冊 
○段ボール（42×35×28㎝）  0.7kg/枚 
○OA用紙（A4 2,500枚）   10kg 

金属
○飲料用スチール缶（350ml）   0.06kg/本 
○飲料用スチール缶（200ml）  0.03kg/本 
○飲料用アルミ缶（350ml）   0.02kg/本 

プラスチ
ック類

○飲料用ペットボトル(2L)     0.1kg/本 
○飲料用ペットボトル (500ｍl) 0.03kg/本 
○食品トレイ（25×10㎝）   0.005kg/枚 

空きびん
○ビールびん（大）  0.5kg/本 
○一升びん  1kg/本 

生ごみ ○45㍑袋  20kg/袋 

－5－ 

廃棄物実態調査票【その４】 

＜意識・取り組みに関する事項＞

１．廃棄物の排出、処理処分等の将来見込みについて 

貴事業所では、廃棄物の排出量や再生利用量等が将来どのように増減するとお考えですか。令和4年度を100
として、令和12年度の将来見通し（方向性）をご記入ください。 

例：排出量や最終処分量を1割程度抑制できる場合 →「90」と記入 
例：再生利用量を5%程度増加できる場合      →「105」と記入 
例：令和4年度と変わらない場合 →「100」と記入 

令和4年度 令和12年度 

排出量 100

再生利用量（リサイクル） 100

最終処分量（埋立） 100

２．廃棄物の委託処理状況について

（１）不適正処理防止の取り組み 

廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理される

のを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。該当する項目に○を付けてください（複数回答

可）。

（ ）１．産業廃棄物処理業の許可証を確認している。

（ ）２．マニフェスト伝票を確認している。

（ ）３．会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている。

（ ）４．他企業と処理業者に関する情報交換をしている。

（ ）５．処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている。

（ ）６．処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている。

（ ）７．処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている。

（ ）８．処理業者の施設を現地確認している。

（ ）９．特に何もしていない。

（ ）10．その他（  ） 

（２）廃棄物処理業者の選定基準 

貴事業所が廃棄物処理業者を選定する際に考慮する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．処理料金 （ ）２．受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等) 
（ ）３．リサイクルへの取組状況 （ ）４．処理業者(適正処理)の信頼性 
（ ）５．系列企業、取引実績  （ ）６．廃棄物処理法に基づく優良性評価制度

（ ）７．電子マニフェストへの加入 （ ）８．業界団体への加盟状況

（ ）９．その他( ) 
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３．廃棄物の排出抑制、減量化・リサイクルへの取り組みについて 

（１）廃棄物処理の現状について

現在、廃棄物の処理について、どのような課題がありますか。該当する項目に○を付けてください（複数回

答可）。

（ ）１．排出量が増加している

（ ）２．処理コストが増加している

（ ）３．リサイクルされる割合が減少している

（ ）４．処理委託するルート(特にリサイクルルート)に関する情報が少ない 
（ ）５．課題は特にない

（ ）６．その他（具体的に：    ）

（２）排出抑制、リサイクルに対する取り組みについて

廃棄物の排出抑制、リサイクル等に対して、どの様な取り組みが重要と思われますか。また、どの様な取り

組みを実施していますか。Ⅰの中から該当する欄に○を付けてください（貴事業所の事業活動に当てはまらな

い取り組みについては空欄にしてください）。

取り組み

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

重要だと思

うものに○

実施してい

るものに○

実施の効果 実施してい

る理由

実施してい

ない理由

１．リユース、リサイクルを考慮した廃棄物の分別・選別の

徹底

２．排出抑制のための製造工程の変更や原材料等の見直し

３．リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造

４．リサイクル製品の普及啓発

５．再生品、再生資源(原料)の利用の促進 

６．廃棄物排出削減のための工程内発生廃棄物の有効利用の

促進

７．他産業又はグループ企業との再生資源の受入・供給によ

るリサイクルの推進

８．包装材・梱包材の使用量の削減

９．無償で提供する使い捨てプラスチック製品の削減

10．ISO14001又は独自の環境マネジメントシステムの導入 

11．グリーン調達(環境に配慮した物品の優先的選択)の実践 

12．自社の廃棄物の削減や資源化に関する目標の設定 

13．ごみや環境に関する専任部署(専任職員)の設置など体制

の強化

14．社員向けに、ごみや環境に関する学習会やフォーラムな

どの開催

15．その他（具体的に： ）

－7－ 

（３）取り組みの効果について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。実施した結果、どのような効果が

ありましたか。取り組みごとに「Ⅱ 実施の効果」欄に、下記より記号を選び記入してください（複数回答可）。

Ａ．自社での廃棄物の排出量が低減した。

Ｂ．自社で発生する廃棄物の再利用・再生利用が進んだ。

Ｃ．自社で発生する廃棄物の最終処分量が低減した（中間処理による減量化が進んだ）。

Ｄ．納入先において自社製品の廃棄物化回避が進んだ。

Ｅ．納入先からの使用済品や包装材等の回収ルートが確立できた。

Ｆ．廃棄物の処理費用を削減できた。

Ｇ．自社の環境問題への取り組みを社会に示すことができ、これが有利に作用した（環境に配慮した製品

の開発によるＰＲ効果や売上の向上など）。

Ｈ．従業員等の法令知識の取得や意識の向上に効果があった。

Ｉ．効果が無かった。

Ｊ．その他（具体的に：                                   ） 

（４）取り組みを実施した理由について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施したのは、どのよ

うな理由ですか。取り組みごとに「Ⅲ 実施している理由｣欄に、下記より記号を選び記入してください（主た

る理由を１つ選んでください）。

ア．取引先からの要請  イ．消費者からの要望

ウ．行政からの指導  エ．自発的に実施

オ．社会経済情勢の変化  カ．その他（具体的に：    ）

（５）取り組みを実施していない理由について

（２）で「実施していない」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施していないのは、

どのような理由ですか。取り組みごとに「Ⅳ 実施していない理由｣欄に、下記より記号を選び記入してくださ

い（複数回答可）。

１．リサイクル製品・素材等の需要がない。

２．技術が確立していない。

３．施設又は取引できる業者が近くにない。

４．経費がかかる。

５．情報（リサイクルルート、技術開発等）がない。

６．人材の余裕がない。

７．その他（具体的に：   ）

４．大規模災害発生時のBCP（事業継続計画）について 

大規模災害（地震、水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に問題となっています。群

馬県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に群馬県災

害廃棄物処理計画を策定しました。 

大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業

所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危

険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。 

（※BCP とは、企業などの組織が災害等の緊急事態において、事業の早期復旧・継続を可能とするための計

画です） 

（ ）１ BCPを作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めている 

（ ）２ BCPを作成しているが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めていない 

（ ）３ BCPを作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めている 

（ ）４ BCPは作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めていない 

（ ）５ その他（具体的に：   ） 
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５．行政への要望・施策への意見について 
（１）行政への要望 

循環型社会の形成のため、行政が取り組むべきこと（支援すべきこと）は、どの様な事柄ですか。該当する

項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化

（ ）２．不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化

（ ）３．処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開

（ ）４．県や市が関与する、公共の処理施設の整備促進

（ ）５．廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充

（ ）６．排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充

（ ）７．県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動

（ ）８．廃棄物の減量・リサイクル推進の仕組みづくり

（ ）９．効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介

（ ）10．市町村処理施設における産業廃棄物の受入 
（ ）11．環境ビジネスの振興 
（ ）12．優良な廃棄物処理業者の支援と育成 
（ ）13．廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和 
（ ）14．その他（具体的に：  ）

（２）処理業者への要望 

循環型社会の形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（処理業者への要望）は、どの様な事柄

ですか。該当する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．廃棄物処理法等関係法令の理解と順守

（ ）２．適正処理の推進

（ ）３．リサイクルの推進

（ ）４．技術・知識・資質の向上

（ ）５．情報公開の推進

（ ）６．処理料金の見直し

（ ）７．環境への負荷が少ない処理の推進

（ ）８．災害廃棄物の処理に関する協定の締結

（ ）９．その他（具体的に：    ）

（３）消費者への要望 

循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）は、どの様な事柄ですか。該当す

る項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換

（ ）２．徹底したごみの分別

（ ）３．簡易包装や詰め替え製品への理解と購入

（ ）４．環境配慮製品は価格が割高になることへの理解

（ ）５．｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと

（ ）６．リサイクル製品や再生製品の購入

（ ）７．産業廃棄物への理解

（ ）８．その他（具体的に：    ）
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績)【その３】 
＜事業系一般廃棄物に関する事項＞ 

１．本ページは、以下の表に記載してある事業系一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）が対象です。産業廃棄物は対

象外です。

２．貴事業所で排出した事業系一般廃棄物の１か月の平均的な量(令和 4 年度の１年間が対象)について、ごみの種

類別に下表に記入してください。

廃棄物の量は、実測又は下の換算比重の表を参考に、できるだけＡの重量(kg/月)による回答をお願いしますが、 
記入が困難な場合には、Ｂへ記入してください。但し、Ａ、Ｂどちらか一方の欄のみに記入してください。

  また、ごみの種類毎の処理方法について、下記の＜ごみ処理方法コード表＞から記号を選び記入してください。

ごみの種類 
排出量 

Ａ、Ｂのどちらか一方の書きやすい方に 
記入してください。

処理方法 
下記処理方法か
ら１つ選んで該
当記号を記入 Ａ Ｂ 

紙類 

新聞 kg/月 購読紙数/月 

雑誌 kg/月 購読紙数/月 

段ボール kg/月 枚/月 

OA用紙 kg/月 45㍑袋/月 

紙パック kg/月 45㍑袋/月 

その他の紙類 kg/月 45㍑袋/月 

プラスチ 
ック類 

ペットボトル kg/月 45㍑袋/月 

ペットボトル以外（食品トレイ、ビニール袋等） kg/月 45㍑袋/月 

生ごみ（調理くず・厨芥・残飯等食品残さ等） kg/月 45㍑袋/月 

金属類（飲料の空き缶等） kg/月 45㍑袋/月 

ガラス類（飲料の空きびん等） kg/月 45㍑袋/月 

繊維くず（作業着などの衣類、畳等） kg/月 45㍑袋/月 

木くず（剪定枝、竹等） kg/月 45㍑袋/月 

未分別のもの（可燃物、ごみ箱のごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

その他（粗大ごみ、不燃ごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

※同じ種類のごみで処理方法が複数ある場合は、以下の欄に別けて
記入して下さい 

（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月 
（種類：  ） kg/月 45㍑袋/月

＜ごみ処理方法コード表＞
○市町村のごみ処理施設で処理している場合
Ａ．市町村のごみ収集に出している。
Ｂ．自社で市町村の施設に搬入している。
Ｃ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、市町村の処理施設で処理している。

○民間のごみ処理施設で処理している場合
Ｄ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、民間の処理施設で処理している。
Ｅ．リサイクル業者に委託している、無料で引き渡している、売却している。

○上記以外の処理
Ｆ．納入業者に返却している
Ｇ．自社で処理（焼却等）している。
Ｈ．自治会等の集団回収に出している。
Ｉ．その他（具体的に：    ）

参考：換算比重

紙類

○新聞紙購読   10kg/月 
○雑誌    0.5kg/冊 
○段ボール（42×35×28㎝）  0.7kg/枚 
○OA用紙（A4 2,500枚）   10kg 

金属
○飲料用スチール缶（350ml）   0.06kg/本 
○飲料用スチール缶（200ml）  0.03kg/本 
○飲料用アルミ缶（350ml）   0.02kg/本 

プラスチ
ック類

○飲料用ペットボトル(2L)     0.1kg/本 
○飲料用ペットボトル (500ｍl) 0.03kg/本 
○食品トレイ（25×10㎝）   0.005kg/枚 

空きびん
○ビールびん（大）  0.5kg/本 
○一升びん  1kg/本 

生ごみ ○45㍑袋  20kg/袋 
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廃棄物実態調査票【その４】 

＜意識・取り組みに関する事項＞

１．廃棄物の排出、処理処分等の将来見込みについて 

貴事業所では、廃棄物の排出量や再生利用量等が将来どのように増減するとお考えですか。令和4年度を100
として、令和12年度の将来見通し（方向性）をご記入ください。 

例：排出量や最終処分量を1割程度抑制できる場合 →「90」と記入 
例：再生利用量を5%程度増加できる場合      →「105」と記入 
例：令和4年度と変わらない場合 →「100」と記入 

令和4年度 令和12年度 

排出量 100

再生利用量（リサイクル） 100

最終処分量（埋立） 100

２．廃棄物の委託処理状況について

（１）不適正処理防止の取り組み 

廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理される

のを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。該当する項目に○を付けてください（複数回答

可）。

（ ）１．産業廃棄物処理業の許可証を確認している。

（ ）２．マニフェスト伝票を確認している。

（ ）３．会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている。

（ ）４．他企業と処理業者に関する情報交換をしている。

（ ）５．処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている。

（ ）６．処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている。

（ ）７．処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている。

（ ）８．処理業者の施設を現地確認している。

（ ）９．特に何もしていない。

（ ）10．その他（  ） 

（２）廃棄物処理業者の選定基準 

貴事業所が廃棄物処理業者を選定する際に考慮する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．処理料金 （ ）２．受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等) 
（ ）３．リサイクルへの取組状況 （ ）４．処理業者(適正処理)の信頼性 
（ ）５．系列企業、取引実績  （ ）６．廃棄物処理法に基づく優良性評価制度

（ ）７．電子マニフェストへの加入 （ ）８．業界団体への加盟状況

（ ）９．その他( ) 
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３．廃棄物の排出抑制、減量化・リサイクルへの取り組みについて 

（１）廃棄物処理の現状について

現在、廃棄物の処理について、どのような課題がありますか。該当する項目に○を付けてください（複数回

答可）。

（ ）１．排出量が増加している

（ ）２．処理コストが増加している

（ ）３．リサイクルされる割合が減少している

（ ）４．処理委託するルート(特にリサイクルルート)に関する情報が少ない 
（ ）５．課題は特にない

（ ）６．その他（具体的に：    ）

（２）排出抑制、リサイクルに対する取り組みについて

廃棄物の排出抑制、リサイクル等に対して、どの様な取り組みが重要と思われますか。また、どの様な取り

組みを実施していますか。Ⅰの中から該当する欄に○を付けてください（貴事業所の事業活動に当てはまらな

い取り組みについては空欄にしてください）。

取り組み

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

重要だと思

うものに○

実施してい

るものに○

実施の効果 実施してい

る理由

実施してい

ない理由

１．リユース、リサイクルを考慮した廃棄物の分別・選別の

徹底

２．排出抑制のための製造工程の変更や原材料等の見直し

３．リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造

４．リサイクル製品の普及啓発

５．再生品、再生資源(原料)の利用の促進 

６．廃棄物排出削減のための工程内発生廃棄物の有効利用の

促進

７．他産業又はグループ企業との再生資源の受入・供給によ

るリサイクルの推進

８．包装材・梱包材の使用量の削減

９．無償で提供する使い捨てプラスチック製品の削減

10．ISO14001又は独自の環境マネジメントシステムの導入 

11．グリーン調達(環境に配慮した物品の優先的選択)の実践 

12．自社の廃棄物の削減や資源化に関する目標の設定 

13．ごみや環境に関する専任部署(専任職員)の設置など体制

の強化

14．社員向けに、ごみや環境に関する学習会やフォーラムな

どの開催

15．その他（具体的に： ）

－7－ 

（３）取り組みの効果について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。実施した結果、どのような効果が

ありましたか。取り組みごとに「Ⅱ 実施の効果」欄に、下記より記号を選び記入してください（複数回答可）。

Ａ．自社での廃棄物の排出量が低減した。

Ｂ．自社で発生する廃棄物の再利用・再生利用が進んだ。

Ｃ．自社で発生する廃棄物の最終処分量が低減した（中間処理による減量化が進んだ）。

Ｄ．納入先において自社製品の廃棄物化回避が進んだ。

Ｅ．納入先からの使用済品や包装材等の回収ルートが確立できた。

Ｆ．廃棄物の処理費用を削減できた。

Ｇ．自社の環境問題への取り組みを社会に示すことができ、これが有利に作用した（環境に配慮した製品

の開発によるＰＲ効果や売上の向上など）。

Ｈ．従業員等の法令知識の取得や意識の向上に効果があった。

Ｉ．効果が無かった。

Ｊ．その他（具体的に：                                   ） 

（４）取り組みを実施した理由について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施したのは、どのよ

うな理由ですか。取り組みごとに「Ⅲ 実施している理由｣欄に、下記より記号を選び記入してください（主た

る理由を１つ選んでください）。

ア．取引先からの要請  イ．消費者からの要望

ウ．行政からの指導  エ．自発的に実施

オ．社会経済情勢の変化  カ．その他（具体的に：    ）

（５）取り組みを実施していない理由について

（２）で「実施していない」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施していないのは、

どのような理由ですか。取り組みごとに「Ⅳ 実施していない理由｣欄に、下記より記号を選び記入してくださ

い（複数回答可）。

１．リサイクル製品・素材等の需要がない。

２．技術が確立していない。

３．施設又は取引できる業者が近くにない。

４．経費がかかる。

５．情報（リサイクルルート、技術開発等）がない。

６．人材の余裕がない。

７．その他（具体的に：   ）

４．大規模災害発生時のBCP（事業継続計画）について 

大規模災害（地震、水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に問題となっています。群

馬県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に群馬県災

害廃棄物処理計画を策定しました。 

大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業

所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危

険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。 

（※BCP とは、企業などの組織が災害等の緊急事態において、事業の早期復旧・継続を可能とするための計

画です） 

（ ）１ BCPを作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めている 

（ ）２ BCPを作成しているが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めていない 

（ ）３ BCPを作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めている 

（ ）４ BCPは作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めていない 

（ ）５ その他（具体的に：   ） 
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５．行政への要望・施策への意見について 
（１）行政への要望 

循環型社会の形成のため、行政が取り組むべきこと（支援すべきこと）は、どの様な事柄ですか。該当する

項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化

（ ）２．不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化

（ ）３．処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開

（ ）４．県や市が関与する、公共の処理施設の整備促進

（ ）５．廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充

（ ）６．排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充

（ ）７．県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動

（ ）８．廃棄物の減量・リサイクル推進の仕組みづくり

（ ）９．効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介

（ ）10．市町村処理施設における産業廃棄物の受入 
（ ）11．環境ビジネスの振興 
（ ）12．優良な廃棄物処理業者の支援と育成 
（ ）13．廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和 
（ ）14．その他（具体的に：  ）

（２）処理業者への要望 

循環型社会の形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（処理業者への要望）は、どの様な事柄

ですか。該当する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．廃棄物処理法等関係法令の理解と順守

（ ）２．適正処理の推進

（ ）３．リサイクルの推進

（ ）４．技術・知識・資質の向上

（ ）５．情報公開の推進

（ ）６．処理料金の見直し

（ ）７．環境への負荷が少ない処理の推進

（ ）８．災害廃棄物の処理に関する協定の締結

（ ）９．その他（具体的に：    ）

（３）消費者への要望 

循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）は、どの様な事柄ですか。該当す

る項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換

（ ）２．徹底したごみの分別

（ ）３．簡易包装や詰め替え製品への理解と購入

（ ）４．環境配慮製品は価格が割高になることへの理解

（ ）５．｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと

（ ）６．リサイクル製品や再生製品の購入

（ ）７．産業廃棄物への理解

（ ）８．その他（具体的に：    ）
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績）【その１】 

事

業

所

の

概

要

事業所名

所在地

記入者名

(部課、氏名) 記入年月日

電話番号 従業者数 ( )人 

調 査 票 番 号 

群馬県統計登録 

第５－５号 

形式５ 

１．本調査の対象期間は令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31 日）の１年間です。 

２．本調査は事業所単位で行いますので、調査票が送付された事業所に関して以下の質問にお答え下さい。その 

ため、貴事業所以外に貴社の本社（店）、支社（店）、工場等があってもそれは調査の対象となりません。 

３．調査票（その２）は、表に記載してある事業系一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）が対象です。産業廃棄物は対

象外です。事業所で排出した事業系一般廃棄物の１か月の平均的な量(令和 4 年度の１年間が対象)について、ごみ

の種類別に表に記入してください。 

４．併せて調査票(その３)「意識・取り組みに関する事項」をご回答下さい。 

５．廃棄物が調査の対象期間中に何も発生しなかった場合は、本調査票（その１）の「事業所の概要」欄と（その３）

「意識・取り組みに関する事項」をご回答の上、ご返送下さい。 

※役員やパート等臨時の 
従業員も含む

※15行以上の記入欄が必要な場合は、あらかじめ用紙をコピーするか、

（一財）日本環境衛生センターまで追加用紙をご請求下さい。

http://www.jesc.or.jp/work/tabid/222/Default.aspx からダウンロードもできます。

※電子データで回答された調査票は、下記のアドレスに直接送信することができます。

電子メール：hik-r@jesc.or.jp  件名には｢群馬県実態調査｣と明記してください。 

★下記のごみは本調査では対象外となりますので、調査票【その３】への記入は不用です。

○飲料の自販機から発生する空き缶・空きびんで、飲料の納入業者が回収しているもの

○宿泊業や飲食業の施設から発生する空き缶・空きびんで、納入業者が回収しているもの
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廃棄物実態調査票（令和４年度実績）【その２】 

廃棄物の量は、実測又は右の換算比重の表を参考に、できるだけＡの重量(kg/月)による回答をお願いしますが、 
記入が困難な場合には、Ｂへ記入してください。但し、Ａ、Ｂどちらか一方の欄のみに記入してください。

また、ごみの種類毎の処理方法について、右記の＜ごみ処理方法コード表＞から記号を選び記入してください。

ごみの種類 

排出量 

Ａ、Ｂのどちらか一方の書きやすい方に 
記入してください。  

処理方法 

右記処理方法か

ら１つ選んで該

当記号を記入 Ａ Ｂ 

紙類 

新聞 kg/月 購読紙数/月 

雑誌 kg/月 購読紙数/月 

段ボール kg/月 枚/月 

OA用紙 kg/月 45㍑袋/月 

紙パック kg/月 45㍑袋/月 

その他の紙類 kg/月 45㍑袋/月 

プラスチ 
ック類 

ペットボトル kg/月 45㍑袋/月 

ペットボトル以外（食品トレイ、ビニール袋等） kg/月 45㍑袋/月 

生ごみ（調理くず・厨芥・残飯等食品残さ等） kg/月 45㍑袋/月 

金属類（飲料の空き缶等） kg/月 45㍑袋/月 

ガラス類（飲料の空きびん等） kg/月 45㍑袋/月 

繊維くず（作業着などの衣類、畳等） kg/月 45㍑袋/月 

木くず（剪定枝、竹等） kg/月 45㍑袋/月 

未分別のもの（可燃物、ごみ箱のごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

その他（粗大ごみ、不燃ごみ等） kg/月 45㍑袋/月 

※同じ種類のごみで処理方法が複数ある場合は、以下の欄に別

けて記入して下さい 

（種類：    ） kg/月 45㍑袋/月 

（種類：    ） kg/月 45㍑袋/月 

－4－ 

＜ごみ処理方法コード表＞

○市町村のごみ処理施設で処理している場合

Ａ．市町村のごみ収集に出している。

Ｂ．自社で市町村の施設に搬入している。

Ｃ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、市町村の処理施設で処理している。

○民間のごみ処理施設で処理している場合

Ｄ．ごみ処理業者（一般廃棄物処理業者）に運搬を委託し、民間の処理施設で処理している。

Ｅ．リサイクル業者に委託している、無料で引き渡している、売却している。

○上記以外の処理

Ｆ．納入業者に返却している

Ｇ．自社で処理（焼却等）している。

Ｈ．自治会等の集団回収に出している。

Ｉ．その他（具体的に：  ）

参考：換算比重

紙類 ○新聞紙購読 10kg/月 

○雑誌 0.5kg/冊 

○段ボール（42×35×28㎝） 0.7kg/枚 

○OA用紙（A4 2,500枚） 10kg 

プラスチック類 ○飲料用ペットボトル(2L) 0.1kg/本 

○飲料用ペットボトル (500ｍl) 0.03kg/本 

○食品トレイ（25×10㎝） 0.005kg/枚 

生ごみ ○45㍑袋 20kg/袋 

金属 ○飲料用スチール缶（350ml） 0.06kg/本 

○飲料用スチール缶（200ml） 0.03kg/本 

○飲料用アルミ缶（350ml） 0.02kg/本 

空きびん ○ビールびん（大） 0.5kg/本 

○一升びん 1kg/本
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廃棄物実態調査票【その３】   ＜意識・取り組みに関する事項＞

１．廃棄物の排出、処理処分等の将来見込みについて 

貴事業所では、廃棄物の排出量や再生利用量等が将来どのように増減するとお考えですか。令和4年度を100
として、令和12年度の将来見通し（方向性）をご記入ください。 

例：排出量や最終処分量を1割程度抑制できる場合 →「90」と記入 
例：再生利用量を5%程度増加できる場合      →「105」と記入 
例：令和4年度と変わらない場合 →「100」と記入 

令和4年度 令和12年度 

排出量 100

再生利用量（リサイクル） 100

最終処分量（埋立） 100

２．廃棄物の委託処理状況について

（１）不適正処理防止の取り組み 

廃棄物を委託処理している事業所の方にお伺いします。貴事業所では、委託した廃棄物が不適正処理される

のを防止するため、どのような取り組みを実施していますか。該当する項目に○を付けてください（複数回答

可）。

（ ）１．産業廃棄物処理業の許可証を確認している。

（ ）２．マニフェスト伝票を確認している。

（ ）３．会社情報を検討し、優良な処理業者に委託するようにしている。

（ ）４．他企業と処理業者に関する情報交換をしている。

（ ）５．処理料金が相場より安すぎる処理業者には委託しないようにしている。

（ ）６．処理業者に施設の管理記録、経理状況、取引実績などの資料を提出させている。

（ ）７．処理業者に中間処理後の廃棄物の行き先の資料を提出させている。

（ ）８．処理業者の施設を現地確認している。

（ ）９．特に何もしていない。

（ ）10．その他（  ） 

（２）廃棄物処理業者の選定基準 

貴事業所が廃棄物処理業者を選定する際に考慮する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．処理料金  （ ）２．受入条件(廃棄物の種類、受入量、分別基準等) 
（ ）３．リサイクルへの取組状況 （ ）４．処理業者(適正処理)の信頼性 
（ ）５．系列企業、取引実績  （ ）６．廃棄物処理法に基づく優良性評価制度

（ ）７．電子マニフェストへの加入 （ ）８．業界団体への加盟状況

（ ）９．その他( ) 

－6－ 

３．廃棄物の排出抑制、減量化・リサイクルへの取り組みについて 

（１）廃棄物処理の現状について

現在、廃棄物の処理について、どのような課題がありますか。該当する項目に○を付けてください（複数回

答可）。

（ ）１．排出量が増加している

（ ）２．処理コストが増加している

（ ）３．リサイクルされる割合が減少している

（ ）４．処理委託するルート(特にリサイクルルート)に関する情報が少ない 
（ ）５．課題は特にない

（ ）６．その他（具体的に：    ）

（２）排出抑制、リサイクルに対する取り組みについて

廃棄物の排出抑制、リサイクル等に対して、どの様な取り組みが重要と思われますか。また、どの様な取り

組みを実施していますか。Ⅰの中から該当する欄に○を付けてください（貴事業所の事業活動に当てはまらな

い取り組みについては空欄にしてください）。

取り組み

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

重要だと思

うものに○

実施してい

るものに○

実施の効果 実施してい

る理由

実施してい

ない理由

１．リユース、リサイクルを考慮した廃棄物の分別・選別の
徹底

２．排出抑制のための製造工程の変更や原材料等の見直し

３．リサイクルのしやすさを考慮した製品等の設計・製造

４．リサイクル製品の普及啓発

５．再生品、再生資源(原料)の利用の促進

６．廃棄物排出削減のための工程内発生廃棄物の有効利用の
促進

７．他産業又はグループ企業との再生資源の受入・供給によ
るリサイクルの推進

８．包装材・梱包材の使用量の削減

９．無償で提供する使い捨てプラスチック製品の削減

10．ISO14001又は独自の環境マネジメントシステムの導入

11．グリーン調達(環境に配慮した物品の優先的選択)の実践

12．自社の廃棄物の削減や資源化に関する目標の設定

13．ごみや環境に関する専任部署(専任職員)の設置など体制
の強化

14．社員向けに、ごみや環境に関する学習会やフォーラムな
どの開催

15．その他（具体的に： ）
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（３）取り組みの効果について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。実施した結果、どのような効果が

ありましたか。取り組みごとに「Ⅱ 実施の効果」欄に、下記より記号を選び記入してください（複数回答可）。

Ａ．自社での廃棄物の排出量が低減した。

Ｂ．自社で発生する廃棄物の再利用・再生利用が進んだ。

Ｃ．自社で発生する廃棄物の最終処分量が低減した（中間処理による減量化が進んだ）。

Ｄ．納入先において自社製品の廃棄物化回避が進んだ。

Ｅ．納入先からの使用済品や包装材等の回収ルートが確立できた。

Ｆ．廃棄物の処理費用を削減できた。

Ｇ．自社の環境問題への取り組みを社会に示すことができ、これが有利に作用した（環境に配慮した製品

の開発によるＰＲ効果や売上の向上など）。

Ｈ．従業員等の法令知識の取得や意識の向上に効果があった。

Ｉ．効果が無かった。

Ｊ．その他（具体的に：                                   ） 

（４）取り組みを実施した理由について

（２）で「実施している」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施したのは、どのよ

うな理由ですか。取り組みごとに「Ⅲ 実施している理由｣欄に、下記より記号を選び記入してください（主た

る理由を１つ選んでください）。

ア．取引先からの要請  イ．消費者からの要望

ウ．行政からの指導  エ．自発的に実施

オ．社会経済情勢の変化  カ．その他（具体的に：    ）

（５）取り組みを実施していない理由について

（２）で「実施していない」と回答された取り組みについてお伺いします。取り組みを実施していないのは、

どのような理由ですか。取り組みごとに「Ⅳ 実施していない理由｣欄に、下記より記号を選び記入してくださ

い（複数回答可）。

１．リサイクル製品・素材等の需要がない。

２．技術が確立していない。

３．施設又は取引できる業者が近くにない。

４．経費がかかる。

５．情報（リサイクルルート、技術開発等）がない。

６．人材の余裕がない。

７．その他（具体的に：   ）

４．大規模災害発生時のBCP（事業継続計画）について 

大規模災害（地震、水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に問題となっています。群

馬県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に群馬県災

害廃棄物処理計画を策定しました。 

大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業

所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危

険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。 

（※BCP とは、企業などの組織が災害等の緊急事態において、事業の早期復旧・継続を可能とするための計

画です） 

（ ）１ BCPを作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めている 

（ ）２ BCPを作成しているが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めていない 

（ ）３ BCPを作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理は定めている 

（ ）４ BCPは作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理についても定めていない 

（ ）５ その他（具体的に：   ） 
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５．行政への要望・施策への意見について 
（１）行政への要望 

循環型社会の形成のため、行政が取り組むべきこと（支援すべきこと）は、どの様な事柄ですか。該当する

項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．排出事業者責任の徹底を図るための、監視・指導体制の一層の強化

（ ）２．不適正処理、不法投棄に対する、監視・指導体制の一層の強化

（ ）３．処理業者に関する、評価や行政処分等の情報公開

（ ）４．県や市が関与する、公共の処理施設の整備促進

（ ）５．廃棄物の減量及びリサイクル技術開発・施設整備への補助・融資制度の拡充

（ ）６．排出事業者に対する適正処理・リサイクルに関する、講習会や研修会の拡充

（ ）７．県民に対する適正処理、循環型社会に関する啓発活動

（ ）８．廃棄物の減量・リサイクル推進の仕組みづくり

（ ）９．効果的なごみ減量や分別排出を展開している企業などの事例紹介

（ ）10．市町村処理施設における産業廃棄物の受入 
（ ）11．環境ビジネスの振興 
（ ）12．優良な廃棄物処理業者の支援と育成 
（ ）13．廃棄物処理施設設置等の手続きの簡素化又は規制緩和 
（ ）14．その他（具体的に：  ）

（２）処理業者への要望 

循環型社会の形成のため、産業廃棄物処理業者が取り組むべきこと（処理業者への要望）は、どの様な事柄

ですか。該当する項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．廃棄物処理法等関係法令の理解と順守

（ ）２．適正処理の推進

（ ）３．リサイクルの推進

（ ）４．技術・知識・資質の向上

（ ）５．情報公開の推進

（ ）６．処理料金の見直し

（ ）７．環境への負荷が少ない処理の推進

（ ）８．災害廃棄物の処理に関する協定の締結

（ ）９．その他（具体的に：    ）

（３）消費者への要望 

循環型社会の形成のため、消費者が取り組むべきこと（消費者への要望）は、どの様な事柄ですか。該当す

る項目に○を付けてください（複数回答可）。

（ ）１．マイバッグ持参やエコクッキングの実践など、ごみが出ない生活様式への転換

（ ）２．徹底したごみの分別

（ ）３．簡易包装や詰め替え製品への理解と購入

（ ）４．環境配慮製品は価格が割高になることへの理解

（ ）５．｢ごみの出にくさ・修理しやすさ｣から製品を選択する視点を持つこと

（ ）６．リサイクル製品や再生製品の購入

（ ）７．産業廃棄物への理解

（ ）８．その他（具体的に：   ）
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